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告
知
板

▼
「
全
て
を

疑
え
」
と
い

う
名
言
が
あ

る
。
▼
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
賃
金
上
が

っ
た
」
と
？

年
収
１
千
万

円
超
が
14
万

人
増
え
、
２

０
０
万
円
以
下
が
30
万
人
増

え
１
１
２
０
万
人
に
な
っ
た

▼
「
消
費
税
増
税
分
を
全
額

社
会
保
障
に
」
と
？
増
税
分

は
法
人
税
減
税
分
に
消
え
た

し
年
金
も
減
っ
た
▼
「
身
を

切
る
改
革
＝
議
員
定
数
を
減

ら
す
」
と
？
政
党
助
成
金
は

年
間
３
２
０
億
円
＝
秘
書
の

経
費
も
含
め
て
議
員
４
５
０

人
分
▼
「
消
費
税
10
％
に
す

れ
ば
軽
減
税
率
導
入
」
と
？

軽
減
っ
て
８
％
の
ま
ま
高
止

ま
り
に
▼
「
巨
大
与
党
に
対

抗
す
る
に
は
野
党
が
ま
と
ま

ら
な
け
れ
ば
」
と
？
解
党
・

離
党
・
新
党
を
繰
り
返
し
た

の
は
誰
だ
っ
た
▼
「
衆
院
選

で
与
党
圧
勝
」
と
？
自
民
は

得
票
数
・
得
票
率
も
議
席
も

減
っ
た
の
に
。

天満でとどけ

　第312号〈毎月10日発行〉
2015年１月10日

研修・学習会などにご利用ください

出
足
早
く
、労
使
関
係
を

変
え
る
春
闘
に

賃
上
げ
要
求
は
月
額
２
万
円
・

時
間
額
１
５
０
円
以
上

現
状
・
要
求
を
出
し
合
い

統
一
闘
争
に

職
場
・
地
域
で

「
見
え
る
聞
こ
え
る
春
闘
に
」

内
部
留
保
１
～
２
％
取
り
崩

し
で
２
万
円
賃
上
げ
可
能

　

集
会
冒
頭
、
川
辺
和
宏
代

表
委
員
（
大
阪
労
連
議
長
）

が
、「
歴
史
的
な
総
選
挙
を

目
前
に
し
た
討
論
集
会
と
な

っ
た
。
安
倍
政
権
打
倒
・
維

新
政
治
打
破
を
掲
げ
、
経
済

闘
争
で
も
政
治
闘
争
で
も
労

　

続
い
て
、
井
上
久
国
民
春

闘
共
闘
委
員
会
事
務
局
長

（
全
労
連
事
務
局
長
）
が
、

「
２
０
１
５
年
国
民
春
闘
の

課
題
と
た
た
か
い
の
展
望
」

と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

井
上
氏
は
、「
総
選
挙
は
、

我
々
の
た
た
か
い
が
追
い
込

ん
だ
結
果
に
よ
る
も
の
だ
。

労
働
者
派
遣
法
も
２
度
目
の

廃
案
と
な
っ
た
。
沖
縄
で
は

知
事
選
勝
利
を
ふ
ま
え
、
小

選
挙
区
の
自
民
党
を
全
員
落

と
す
と
い
う
布
陣
も
ひ
か
れ

た
。
消
費
税
が
増
税
さ
れ
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
株
価
は
倍

化
、
物
価
は
上
昇
、
円
安
に

民
一
体
で
推
進
し
な
が
ら
、

府
民
的
共
同
の
前
進
を
め
ざ

す
こ
と
を
提
起
。「
職
場
で

も
地
域
で
も
、
も
っ
と
見
え

る
聞
こ
え
る
春
闘
に
」
す
る

こ
と
、
１
月
15
日
の
「
怒
り

の
労
働
者
総
行
動
」、
２
月

末
ま
で
に
要
求
提
出
と
ス
ト

権
確
立
、
２
月
の
「
地
域
総

行
動
」、
３
月
12
日
の
「
大

阪
総
行
動
」
を
中
心
と
し
た

統
一
闘
争
の
展
開
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
昌
司
大
阪
春
闘

共
闘
事
務
局
次
長
（
大
阪
労

連
副
議
長
）
が
「
大
阪
ビ
ク

ト
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
も
と

に
、
大
企
業
の
内
部
留
保
の

１
～
２
％
の
活
用
で
月
２
万

円
の
賃
上
げ
が
可
能
で
あ
る

と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
嘉

満
智
子
大
阪
労
連
幹
事
が
自

治
体
非
正
規
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
中
間
報
告
で
２
０
０
６

年
か
ら
昨
年
ま
で
正
規
労
働

者
が
３
万
５
千
人
減
り
、
非

正
規
が
６
千
人
増
え
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

が
実
態
。
訪
問
看
護
は
時
給

２
２
０
０
円
で
募
集
し
て
も

応
募
が
な
い
」「
タ
ク
シ
ー

業
界
は
、
泉
州
が
準
特
定
地

域
指
定
を
外
さ
れ
、
大
阪
で

は
特
定
指
定
地
域
は
ゼ
ロ
。

車
を
減
ら
さ
な
い
と
収
入
は

上
が
ら
な
い
」「
私
学
の
収

入
は
授
業
料
と
運
営
費
・
補

助
金
の
公
費
で
構
成
さ
れ
る

が
橋
下
府
政
時
代
に
削
ら

れ
、
学
費
値
上
げ
の
中
、
賃

上
げ
要
求
に
な
り
に
く
い
」

「
福
祉
職
場
の
多
数
が
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
が
、
就

職
後
す
ぐ
辞
め
て
い
く
。
募

集
し
て
も
人
が
来
な
い
」

「
医
療
の
単
組
で
は
、
ス
ト

権
の
前
に
ま
ず
要
求
を
確
立

し
、
提
出
す
る
こ
と
の
意
思

統
一
が
重
要
。
組
織
拡
大
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
団
結

と
行
動
、
学
習
を
継
続
し
、

要
求
を
練
り
上
げ
て
意
識
づ

け
を
し
た
い
」
と
、
た
た
か

い
を
交
流
し
春
闘
勝
利
へ
の

決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

働
組
合
の
真
価
を
発
揮
し
て

闘
お
う
。
賃
上
げ
は
一
部
大

企
業
だ
け
で
あ
り
、
中
小
企

業
労
働
者
や
非
正
規
職
員
は

上
が
っ
て
い
な
い
。
一
方
、

大
企
業
の
内
部
留
保
は
増
加

の
一
途
だ
。
こ
う
し
た
下

回
答
指
定
日
を
軸
に
ス
ト
権

を
確
立
し
、
出
足
早
く
労
働

実現しよう！ 大幅賃上げと雇用の安定

組
合
以
外
と
も
共
同
を
広

げ
、
労
使
関
係
を
変
え
る
春

額
２
万
円
、
時
間
額
１
５
０

円
ア
ッ
プ
の
実
質
改
善
だ
。

な
っ
た
。
し
か

し
実
質
賃
金
は

低
下
し
続
け
経

済
は
マ
イ
ナ
ス

成
長
だ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
賃

上
げ
し
て
景
気

回
復
し
て
お

り
、
ア
ジ
ア
で

も
賃
金
が
上
が

っ
て
い
る
。
我

々
の
賃
金
要
求

は
物
価
上
昇
と

消
費
税
増
税
分

を
勘
案
し
た
月

　

休
憩
後
、
３
つ
の
分
散
会

で
大
幅
賃
上
げ
と
く
ら
し
の

改
善
、
平
和
な
社
会
実
現
の

た
め
職
場
や
組
織
、
地
域
の

現
状
、
春
闘
で
の
重
点
方
針

・
要
求
な
ど
を
出
し
合
い
、

ど
の
よ
う
に
統
一
闘
争
に
結

び
付
け
て
い
く
か
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
ヘ
ル
パ
ー

の
実
収
入
は
生
活
保
護
以
下

闘
に
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

時
給
１
０
０
０
円
未
満
の
労

働
者
も
な
く
そ
う
。
ベ
ア
を

勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
春
闘
だ
。
統
一
闘
争
へ
の

結
集
を
は
か
り
、
社
会
的
に

賃
上
げ
の
流
れ
を
つ
く
り
だ

そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

菅
義
人
大
阪
春
闘
共
闘
事

務
局
長
（
大
阪
労
連
事
務
局

長
）
は
、
２
０
１
５
年
春
闘

方
針
素
案
と
し
て
、「
国
民

春
闘
の
再
構
築
」
を
め
ざ

し
、
①
賃
上
げ
、
②
安
倍
政

権
打
倒
・
維
新
政
治
打
破
、

③
職
場
活
性
化
・
組
織
拡

大
、
④
地
域
と
い
っ
せ
い
地

方
選
挙
の
４
つ
を
基
調
に
す

え
、
全
組
合
員
参
加
型
の
統

一
闘
争
を
単
産
・
地
方
、
官

２
０
１
５
年
国
民
春
闘
討
論
集
会
開
催

�

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
・
大
阪
労
連
主
催

で
、
産
別
と

地
域
の
取
り

組
み
を
ど
う

統
一
し
て
組

み
立
て
て
い

く
か
が
重
要

だ
。
積
極
的

な
賃
上
げ
要

求
を
掲
げ
、

３
月
11
日
の

大阪労連「最賃署名スタート学習会」
　と　き：２月４日（水）　18：30～
　場　所：国労会館大会議室
2015年春闘学習決起集会　
　と　き：２月17日（火）　18：30～
　場　所：国労会館大会議室

まもろう憲法と平和
 ストップ暴走・強権政治

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と
大
阪
労
連
主
催
の
「
２
０
１
５
年
国

民
春
闘
討
論
集
会
」
が
11
月
29
日
か
ら
30
日
、
和
歌
山
市
内
で
開

催
さ
れ
、
15
単
産
・
８
地
区
協
か
ら
78
人
が
参
加
し
ま
し
た
。


